
な
が
ら
前
進
し
て
来
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
日

の
喜
び
を
今
後
の
糧
と
し
て
、
会
員
一
同
、
一

致
協
力
を
し
て
社
会
奉
仕
、
友
愛
と
協
調
の
精

神
で
前
進
を
つ
づ
け
た
い
」
と
、
巧
周
年
、
加

周
年
へ
向
っ
て
の
抱
負
を
語
っ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
祝
詞
が
あ
っ
た
が
、
小
笠

原
暁
兵
庫
県
副
知
事
は
「
こ
の
加
年
は
、
ま
さ

に
激
動
の
皿
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
乗
り
越
え

地
域
社
会
の
発
展
に
尽
し
て
来
た
有
馬
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
貢
献
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
る

今
後
と
も
、
み
ん
な
の
叡
智
と
力
を
結
集
し
、

と
も
に
生
き
る
の
精
神
で
、
地
域
社
会
の
福
祉

増
進
と
発
展
に
尽
し
て
欲
し
い
」
と
有
馬
ク
ラ

ブ
の
今
後
に
大
い
な
る
期
待
を
寄
せ
た
。

有
馬
ク
ラ
ブ
は
、
四
十
八
年
に
台
北
市
第
詑

国
際
獅
子
会
と
姉
妹
提
携
を
し
て
い
る
が
、
祝

詞
の
な
か
で
曽
漠
竹
第
一
副
会
長
は
「
今
後
と

も
人
類
へ
の
よ
り
良
き
貢
献
の
た
め
、
と
も
に

努
力
し
て
行
き
た
い
」
と
両
ク
ラ
ブ
の
一
層
の

友
好
を
訴
え
た
。

下
浦
会
長
か
ら
脇
田
通
弘
三
田
ク
ラ
ブ
会
長

へ
感
謝
状
、
記
念
品
、
花
束
が
贈
ら
れ
、
会
場

に
は
一
き
わ
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
っ
た
。

次
に
、
周
年
記
念
事
業
の
発
表
が
行
わ
れ
た

こ
の
記
念
事
業
は
三
つ
あ
る
が
、
ま
ず
、
「
茶

人
大
閤
像
」
・
こ
れ
は
女
流
彫
刻
家
の
新
谷
英
子

さ
ん
の
作
品
で
、
晩
年
の
柔
和
な
感
じ
の
〃
茶

人
〃
豊
臣
秀
吉
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
。
完
成
後
は
神

戸
電
鉄
有
馬
温
泉
の
傍
の
「
湯
け
む
り
広
場
」

に
設
置
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
若
い
女
性
像
が
主

で
あ
っ
た
新
谷
さ
ん
の
新
た
な
試
み
だ
け
に
大

き
な
話
題
を
呼
び
そ
う
だ
。
一
一
番
目
は
、
社
会

福
祉
法
人
上
野
丘
学
園
に
贈
ら
れ
た
農
耕
作
業

地
。
同
学
園
の
子
供
た
ち
の
活
動
と
生
き
が
い

TEL(078)904-3656
ＴＥＬ(078)904-0701㈹ ＴＥＬ(078)904-0181

五
月
三
十
日
、
「
有
馬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
加
周
年
記
念
式
典
」
が
有

馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

有
馬
ク
ラ
ブ
は
、
三
田
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ

ー
で
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
八
日
に
チ
ャ

ー
タ
ー
ナ
イ
ト
を
挙
行
、
今
日
ま
で
一
貫
し
て

社
会
奉
仕
の
理
念
に
基
づ
い
て
地
域
社
会
で
活

溌
な
活
動
を
つ
づ
け
て
来
て
い
る
。
現
在
の
会

員
数
は
下
浦
育
造
会
長
以
下
“
名
。

挨
拶
の
な
か
で
、
風
早
喜
一
加
周
年
記
念
大

会
委
員
長
は
「
加
周
年
と
い
う
こ
の
感
激
を
も

っ
て
、
な
お
一
層
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
精
神
に
則
っ

た
社
会
奉
仕
を
つ
づ
け
た
い
」
と
さ
ら
な
る
前

進
を
強
調
。
ま
た
、
下
浦
育
造
会
長
も
「
こ
の

加
年
、
社
会
奉
仕
の
灯
を
消
す
こ
と
な
く
微
力

一
有
馬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
加
周
年
一下浦育造有馬ライオン

ズクラブ会長

§
農

閏
⑪ＴＨＥＡＲｌＭＡＳＰＡ●，

火薬

ｌＮＪＵＬＹ
難

会議ｾﾐ ﾅ ｰから御家族づれまで
鶴ｸ ﾗ : ,侭ﾎ最心

湯
有馬歳時記識ｌ雑

別館楽山

別館

雅ただようくつろぎの館

‘や｡鐸端裁冒
ＴＥＬ(078)904-0781

ＴＥＬ(078)904-0622

銀 水荘
有馬の歴史を鴎り続ける『いで渦の宿」 欽山は典雅な

日本風の館です
国際観光旅館

箪飲山

敷地内から湧きでる
日本最古の温泉"有馬温泉,’

阪急ホテルチェーン

萄嬬N 三三ユーホテル
ＴＥＬ(０７８)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技場

有馬ベルZ 【世シダ＝
ＴＥＬ(O78O904-2291
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☆
有
馬
湯
け
む
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
／
７
月
Ⅳ
日
’
８
月
蝿
日

対
象
／
有
馬
温
泉
の
宿
泊
客

有
馬
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
「
湯
け
む
り
広
場
」

が
六
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
そ
れ
を
記

念
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
期
間
中
、
旅
館
。
ホ

テ
ル
の
宿
泊
客
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願

い
し
、
お
客
さ
ま
の
声
を
積
極
的
に
と
り
入
れ

る
一
方
、
最
終
日
に
は
抽
選
を
行
い
、
ポ
ラ
ロ

イ
ド
カ
メ
ラ
、
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
、
ス
ク
ー
タ
ー

な
ど
豪
華
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

☆
あ
″
り
ま
の
カ
ー
ニ
バ
ル

日
時
／
７
月
虹
日
（
水
）
配
日
（
木
）
四
函
叩
ｌ
調

唖
Ｍ
場
所
／
有
馬
温
泉
商
店
街
道
路
（
歩
行

者
天
国
）
掘
出
し
物
が
い
っ
ぱ
い
の
名
物
〃
有

馬
夜
市
″
を
は
じ
め
、
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
、

大
学
バ
ン
ド
合
戦
、
の
ど
自
慢
大
会
、
カ
ン
ト

リ
ー
バ
ー
な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
だ
。

☆
有
馬
温
泉
大
学

〃
シ
ェ
イ
プ
・
ア
ッ
プ
・
イ
ン
あ
り
ま
″

日
時
／
８
月
２
日
（
月
）
ｍ
“
叩
ｌ
娼
如
叩

会
場
／
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

一
般
公
募
／
妬
歳
以
上
の
女
性
百
名
（
子
供
同

伴
可
）
。
参
加
費
／
５
０
０
０
円

・
お
申
し
込
み
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
７
月
即
日
ま
で
に
、
〒

６
５
１
１
１
４
神
戸
市
北
区
有
馬
町
７
９
８

有
馬
温
泉
観
光
協
会
青
年
部
事
務
局
ま
で
。

☆
有
馬
観
光
盆
お
ど
り

日
時
／
８
月
皿
日
１
超
日
哩
叩
ｌ
嬰
帥

会
場
／
有
馬
小
学
校

地
元
の
人
と
観
光
客
と
の
ふ
れ
合
い
の
場
。

蕊瞭露篭署顎雫国

蕊熱赫識繍聯》雲赫蕊繍I : ; 識§瀧識鱗赫E芯

ij蕊議議ｉ が
農
作
業
を
通
し
て
生
ま
れ
る
よ
う
に
と
の
願

い
か
ら
、
北
区
淡
河
町
東
畑
字
筑
前
の
約
一
千

平
米
の
土
地
を
贈
呈
。

最
後
に
、
教
材
と
し
て
『
わ
た
し
た
ち
の
ま

ち
有
馬
』
一
千
部
が
神
戸
市
立
有
馬
小
学
校
へ

協
賛
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
有
馬
小
学
校
の

編
集
に
な
る
も
の
で
、
有
馬
の
歴
史
や
今
の
姿

を
児
童
た
ち
に
も
分
り
や
す
く
伝
え
た
い
と
の

願
い
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
全
児
童
と
地
元
の
人

た
ち
に
配
布
さ
れ
る
。

式
典
は
次
に
会
員
表
彰
に
移
り
、
チ
ャ
ー
タ

ー
シ
ェ
ブ
ロ
ン
賞
（
記
名
）
、
加
年
間
皆
出
席

賞
（
ｎ
名
）
、
５
年
間
皆
出
席
賞
（
加
名
）
の

発
表
と
表
彰
、
歴
代
会
長
、
幹
事
、
会
計
へ
の

感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
も
関
わ

ら
ず
、
会
員
、
来
賓
な
ど
が
会
場
を
い
つ
ぱ
い

に
埋
め
、
皿
周
年
を
祝
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
大

会
と
な
っ
た
。総』

鳶 鰯

鍔

段《
聴
鋤
“
鋸
》

砧

鏑冨噺”
患４Ｖ

盛大に行われた1 0 周年記念式典

神戸市北区有馬町3 1 8
ＴＥＬ(078)904-0366ＴＥＬ(078)904-0731

夏
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
一

自然の恵みを
湯けむりに伝える

旅は出会い
ほのぼの心を添えて
政府登録く登旅第7 8 号〉

衝月光園
１
７１
１

結婚式場を完備しています

態伝統と樵式を識‘
冬斎
I 司陽闇
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり
味に集う

UＰ

ＴＥＬ(078)903-1024

木遣りの橘騒動埼坊
ＴＥＬ<078)904-0551

政府登録国際観光l 旅館
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：写

篭識遥誕識

二
代
目
〃
美
の
使
節
″

華
や
か
に
誕
生

１
７２
１

話題のひろば

くＩ＞

昨
年
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
制
を
契
機
に
神

戸
の
真
珠
業
界
の
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
の
た
め
に
選
ば
れ
た
パ
ー
ル
プ
リ

ン
セ
ス
が
真
珠
の
女
王
、
美
の
使
節
と

し
て
の
一
年
間
の
大
役
を
無
事
お
え
、

配
年
度
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
の
最
終
審

査
発
表
会
が
５
月
”
日
、
神
戸
国
際
交

流
会
館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
て
華
や
か
に

開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
は
関
東
と
関
西
に
わ
け
て
審

査
を
行
な
い
、
全
国
か
ら
訓
名
の
参
加

が
あ
っ
て
一
段
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い

催
し
と
な
っ
た
。
ま
ず
主
催
の
日
本
真

珠
振
興
会
か
ら
実
行
委
員
長
の
田
崎
俊

作
さ
ん
が
「
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
へ
パ
ー

ル
の
使
者
と
し
て
親
善
訪
問
も
行
な
い

好
評
だ
っ
た
。
真
珠
業
界
と
パ
ー
ル
プ

リ
ン
セ
ス
に
声
援
を
」
と
挨
拶
。

総
合
司
会
の
岡
田
真
澄
が
最
終
審
査

に
残
っ
た
記
名
の
美
女
を
紹
介
、
レ
オ

タ
ー
ド
の
似
合
う
個
性
的
な
美
人
が
多

い
。
伊
東
ゆ
か
り
と
タ
イ
ム
フ
ァ
イ
ブ

が
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
ナ
ン
バ
ー

を
披
露
し
て
会
場
を
沸
か
せ
た
後
、
再

び
鮮
か
な
イ
ブ
ニ
ン
グ
姿
で
美
を
競
い

溜
息
を
誘
う
。
内
海
重
典
、
児
島
明
子

さ
ん
ら
審
査
員
の
厳
正
な
審
査
に
よ
っ

て
代
表
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
に
植
原
美

智
子
さ
ん
、
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
篠
山

久
美
子
、
中
島
由
起
子
さ
ん
、
ア
イ
ド

ル
賞
に
井
口
美
津
子
さ
ん
の
４
名
が
選

ば
れ
た
。
今
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
親

善
訪
問
も
予
定
さ
れ
、
美
の
使
節
に
益

々
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

●
Ⅷ
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
最
終
審
査
発
表
会

日置Ｐ

《

蝉
虻
諏
呉

弔
ゴ
ズ
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神
戸
文
化
ホ
ー
ル
の
前
館
長
松
井
一

郎
さ
ん
の
蕊
避
蕊
舞
う
鐸
施
識
、
五
月
二

十
四
日
（
月
）
生
田
神
社
会
館
四
階
ホ
ー

ル
で
〃
蓮
侮
隠
蝿
っ
梁
態
輝
く
種
の
溝
。

と
題
し
て
開
か
れ
、
約
一
五
○
名
の
文

化
人
が
相
集
っ
た
。

毎
日
放
送
平
松
ア
ナ
の
司
会
に
よ
り

加
藤
権
宮
司
の
お
払
い
か
ら
始
ま
り
始

ま
り
、
五
流
能
を
代
表
し
て
藤
井
久
雄

師
の
小
謡
。
帝
劇
出
演
中
の
森
繁
久
弥

さ
ん
か
ら
の
テ
ー
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
多

忙
な
宮
崎
市
長
も
か
け
つ
け
て
「
顧
問

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
相
談
役
に
」
と
労

を
ね
ぎ
ら
い
お
次
は
、
渡
科
白
の
松
井

一
郎
一
代
記
を
、
福
田
宮
司
、
瀧
川
信

宏
、
高
橋
孟
、
夏
目
俊
二
ら
十
五
名
に

よ
る
カ
ミ
シ
モ
姿
の
愉
快
な
口
上
披
露

に
場
内
大
爆
笑
。
朝
比
奈
隆
氏
は
神
戸

フ
ィ
ル
誕
生
の
御
礼
を
、
笑
福
亭
松
鶴

師
匠
は
東
西
寄
席
十
回
目
を
迎
え
る
喜

び
を
、
筒
井
康
隆
氏
は
筒
井
劇
場
の
、
．

ま
た
松
竹
演
劇
室
長
中
川
芳
三
氏
は
学

生
歌
舞
伎
に
か
け
た
情
熱
を
讃
え
た
。

記
念
品
は
盆
栽
好
き
に
ふ
さ
わ
し
い
黒

松
の
植
木
が
。
乾
杯
の
発
声
は
陳
舜
臣

氏
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
多
彩
で
森
哲

也
、
滝
え
り
子
、
新
井
満
、
上
平
田
裕

子
、
松
本
幸
三
、
堀
郁
子
さ
ん
達
が
唄

っ
た
。
バ
ー
ボ
ン
ク
ラ
ブ
の
唄
、
マ
カ

ン
ブ
ッ
サ
ー
ル
の
松
づ
く
し
と
続
き
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
松
井
ご
夫
妻
の
小
唄
で

打
上
げ
。
日
本
の
劇
場
史
に
残
る
ユ
ニ

ー
ク
名
館
長
と
浅
利
慶
太
氏
が
贈
っ
た

言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い
花
道
だ
っ
た
。

写真左上は松井一郎ご夫妻を囲んで。右上は市長もお祝いにかけつけて。右下朝比奈隆、松囲師匠、筒
井康隆、陳舜臣さんのメッセージ。左下は奄文化興黒松花道、の名渡科白場面。

彰躍襲雨. ＃鎧､ ' 零

錘

１
７３
１

鴎肇. 蕊鑑識息謹識雰騨騨露…嘩鐸一

話題のひろば

くⅡ＞

患綴鍵蕊璽蕊蕊議蕊蕊: 蕊蕊

●
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
前
館
長

松
井
一
郎

文
化
興
黒
松
花
道

〆
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ク
ロ
ー
ド
。

社
団
法
人
ザ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
（
坂
野
惇
子
会
長
）

の
第
７
回
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
去
る
５
月
過
日
、
よ
み
う
り
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
パ
リ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ク
ロ

ー
ド
・
モ
ン
タ
ナ
氏
を
招
き
「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ン
タ
ナ
創
造
の
世

界
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
、
６
８
０
名
が
詰
め
か
け
た
。

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ン
タ
ナ
は
パ
リ
生
ま
れ
の
、
今
年
調
才
と
い
う

若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
ニ
ュ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー
イ
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
世
界
中
で
人
気
を
集
め
て
い
る
。
日
本
で
も
５
年
前
か
ら
ラ

イ
セ
ン
ス
契
約
で
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
が
登
場
し
、
個
性
的
な
デ
ザ
イ

ン
な
が
ら
、
着
こ
な
し
を
楽
し
む
フ
ァ
ン
が
定
着
し
て
き
て
い
る

こ
の
日
は
、
ジ
ー
ン
ズ
に
ダ
ン
ガ
リ
ー
シ
ャ
ツ
と
い
う
軽
装
で

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
ブ
ッ
ッ
。
バ
ー
マ
シ
ャ
ー
ル
氏
と
共
に
、
記
者 モ

ン
タ
ナ

社
団
法
人
ザ
・
フ
『
‐
ツ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
第
７
Ⅲ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
レ
ポ
ー
ト

創
造
の
世
界

吊
醒
ｍ
四
目
○
三
●
罰
国
、
Ｃ
詞
弓

１
７４
１

ファッション界をリードするクロード・モンタナ氏

会
見
に
応
じ
た
後
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
入

っ
た
き
っ
か
け
や
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
語
っ
た
。

ｌ
私
は
、
生
粋
の
バ
リ
っ
子
で
子
供
の
頃
か
ら
芸
術
的
な
分

野
に
は
大
変
興
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
殊
に
舞
台
装
飾
に
関
心

が
強
く
、
将
来
は
そ
の
方
面
に
進
も
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

両
親
は
教
育
に
つ
い
て
は
、
普
通
程
度
の
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し

た
が
、
兄
が
科
学
的
な
分
野
で
成
功
し
て
い
た
の
で
、
私
に
も
そ

れ
を
望
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
旧
才
の
時
、
オ
ペ
ラ
座
で
舞
台
演

出
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
シ
ャ
ガ
ー

ル
が
内
装
を
塗
り
変
え
た
り
し
て
い
た
頃
で
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
芸
術
的
な
感
覚
を
磨
く
に
は
良
い
環
境
で
、
現
在

の
仕
事
に
も
重
要
な
影
響
が
与
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

進
学
の
時
期
に
な
っ
て
、
私
は
科
学
方
面
へ
進
む
意
志
が
な
か

っ
た
の
で
、
英
語
の
勉
強
を
す
る
と
い
う
口
実
で
ロ
ン
ド
ン
へ
友

達
と
渡
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
所
持
金
が
底
を
つ
き
、
何
か
楽

し
み
な
が
ら
稼
ぐ
方
法
を
ｌ
と
考
え
、
粘
土
で
メ
キ
シ
カ
ン
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て
売
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
水
と
の
り
で
紙
粘
土
を
つ
く
り
、
形
を
造
っ
て
焼
き

上
か
ら
絵
を
描
く
と
い
う
、
い
た
っ
て
費
用
の
か
か
ら
な
い
材
料

で
す
。
（
笑
）
で
も
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
評
価
さ
れ
、
当
時
ミ
ニ

ス
カ
ー
ト
が
全
盛
だ
っ
た
キ
ン
グ
ス
ロ
ー
ド
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で

は
、
人
気
が
で
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
ロ
ン
ド
ン
版
の
ヴ
ォ
ー
グ
誌

に
、
私
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
２
頁
に
渡
っ
て
紹
介
さ
れ
、
大
成
功 蕊
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す
。
ず
い
ぶ
ん
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
よ
。
私
の
思
考
の
中
に

常
に
存
在
す
る
の
は
〃
進
歩
″
で
す
。
広
い
視
野
を
持
ち
、
期
待

■
●

さ
れ
て
い
る
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
な
も
の
を
、
ど
ん
ど
ん
こ
れ
か
ら

も
発
表
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
状
☆

切
秋
・
冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
３
月
”
日
に
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の

中
庭
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
催
さ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
〃
パ
リ
〃

こ
こ
何
年
か
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
調
が
多
い
が
、
モ
ン
タ
ナ
に
と
っ
て

の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
は
、
ま
さ
し
く
〃
パ
リ
″
で
あ
る
。
本
当
の
パ

リ
を
見
直
そ
う
と
、
音
楽
も
全
て
に
パ
リ
の
雰
囲
気
が
流
れ
た
。

こ
の
モ
ン
タ
ナ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
日
本
で
ラ
イ
セ
ン
ス
化
し

今
回
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
企
画
し
た
㈱
ラ
ピ
ー
ヌ
の
江
村
美
代
子
常

務
は
「
彼
は
物
づ
く
り
に
対
し
て
の
姿
勢
が
、
本
当
に
熱
心
で
す

若
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
し
て
は
、
パ
タ
ー
ン
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

し
、
繊
密
な
計
算
ま
で
な
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
本
人
の
才
能
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
も
優
秀
で
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
出

身
の
熟
練
し
た
人
達
で
す
。
欧
米
で
は
彼
の
作
品
は
、
皮
革
や
毛

皮
が
得
意
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
高
価
で
す
。
日
本
人
は
そ
の
点
、

幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
（
笑
）
。
釦
ｌ
卵
才
代
の
人
に
ま
で
人
気
が
あ

っ
て
、
彼
が
望
む
と
こ
ろ
の
、
内
面
か
ら
の
美
し
さ
を
持
つ
女
性

に
は
、
と
て
も
着
や
す
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
」
と
語
る
。
無
口
で

q伊吟

頑
固
だ
と
い
う
モ
ン
タ
ナ
氏
だ
が
、
さ
す
が
に
世
界
中
の

女
性
を
魅
き
つ
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
備
わ
っ
て
い
た
。

（
岡
）

を
収
め
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
滞
在
許
可
の
期
限
が
き
て
、
パ
リ

へ
戻
り
、
同
じ
よ
う
に
メ
キ
シ
カ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
し

た
が
サ
ッ
パ
リ
。
。
ハ
リ
は
保
守
的
で
し
た
ね
。
そ
う
こ
う
す
る
う

ち
、
洋
服
を
作
る
知
識
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
デ
ッ
サ

ン
を
書
い
て
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皮
革
服
メ
ー
カ
ー
の
ス
チ
リ

ス
ト
に
気
に
入
ら
れ
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
始
め
、
一
年
経
つ
と
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
試
作
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
又

バ
イ
ヤ
ー
に
好
評
で
布
吊
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
最
終
的
に
は
独
立
し
、
良
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
恵
ま
れ

私
独
自
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

振
り
返
れ
ば
、
本
当
に
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ
で

▲
矩
秋
冬
発
表
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
コ
ー
ト
。
黒
の
カ
シ
ミ
ア
地
で
赤
の
ベ

ル
ベ
ッ
ト
と
皮
が
使
わ
れ
て
い
る
。
レ
パ
リ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
。
ド
レ

ー
プ
が
美
し
い
チ
ュ
ニ
ッ
ク
丈
の
コ
ー
ト
。
（
㈱
ラ
ピ
ー
ヌ
提
供
）

㈱ラピーヌの江村美代子代表取締役常務。同社
では1 9 7 7 年からライセンス契約でプレタポルテ
を発売している。今回のゼミナール葬企両担当
した。モンタナファッションをさりげなく着こ
なして。

１
７５
１

#'識
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★
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
神
戸
ら
し
い
ん
だ
ろ
う
？

閑
静
な
北
野
町
の
手
づ
く
り
の
店
〃
が
れ
り
や
馬

亜
乃
″
の
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
白
石
弘
子
門
下
生

☆
さ
’
す
が
、
の
着
こ
な
し
と
歩
き
ぶ
り
に
大
歓
声

外
人
の
ミ
セ
ス
達
が
全
員
、
ゆ
か
た
姿
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
、
と
い
う
ユ
ニ
ｉ
ク
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ウ
が
、
５
月
ｕ
日
（
火
）
神
戸
外
国
倶
楽
部
に
お
い

て
開
か
れ
た
。
こ
れ
を
主
催
し
た
の
は
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

織鍵鍵

右より池坊保子さん、長田秀喜シ
ェフ､ 蟻田尚邦社長､ 河野春美さん
や保喜れピ十美開Ｈ〃
べ子芳るア川さ２９催Ｉお
りささ巾ノ寿ん日しＹい
をんん、演子のはたＡし
、が、五奏さ司河 ･ 展い
３０お池十がん会野〃Ａ
日し坊風流のに春をｓ

１
７６
１

０
人
に
よ
っ
て
柿
成
さ
れ
て
お
り
、
大
正
ｎ
年
か
ら

発
足
し
て
い
る
由
緒
あ
る
ク
ラ
ブ
で
、
近
年
は
日
本

の
文
化
、
芸
術
、
生
活
、
商
品
に
テ
ー
マ
を
置
き
、

理
解
を
深
く
す
る
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ

て
い
る
。

ミ
セ
ス
達
の
着
こ
な
し
は
さ
す
が
堂
に
入
っ
て
お

り
、
舞
台
で
の
歩
き
ぶ
り
も
な
か
な
か
の
も
の
。
観

客
か
ら
や
ん
や
の
喝
采
を
う
け
て
い
た
。

は
桶
村
久
美
子
さ
ん
が
司
会
で
、
萩
尾
み
ど
り
さ
ん
、

北
村
英
治
さ
ん
が
、
お
得
意
の
テ
ー
マ
で
お
し
ゃ
べ

り
を
し
各
回
如
組
の
お
客
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
が
も
た
れ
た
。
ア
ン
リ
の
長
田
秀
喜
グ
ラ
ン
シ
ェ

フ
が
プ
ロ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
る
ケ
ー
キ
セ
ミ
ナ
ー

も
ビ
デ
オ
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
ア
イ
ス
テ
ィ
ー

と
ケ
ー
キ
を
片
手
に
リ
ッ
チ
な
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

☆
「
私
だ
け
の
花
」
を
創
り
続
け
た
い
…

〃
キ
ラ
メ
キ
の
花
と
ロ
ク
レ
ー
ル
″
を
テ
ー
マ
に
５

月
型
日
か
ら
３
日
間
、
神
戸
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ

ル
４
Ｆ
で
ミ
モ
ザ
広
野
グ
ル
ー
プ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

☆
花
と
ケ
ー
キ
と
音
楽
と
お
し
ゃ
べ
り
と
…
…

お
菓
子
の
工
房
ア
ン
リ
．
シ
ヤ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
が

５
月
調
、
釦
の
両
日
、
大
丸
芦
屋
店
４
Ｆ
サ
ロ
ン
で

騨議霞羅鍵Ｉ

査
（
デ
ザ
イ
ン
画
）
第
二
次
審
査
（
立
体
）
を
通
過

し
た
作
品
拠
点
が
、
す
べ
て
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
メ
ン
バ

ー
で
作
ら
れ
た
音
響
・
舞
台
装
置
で
発
表
さ
れ
、
約

皿
名
の
観
客
を
集
め
た
。
同
じ
シ
ョ
ウ
が
５
月
即
日

（
木
）
東
京
・
芝
公
園
Ａ
Ｂ
Ｃ
会
館
ホ
ー
ル
で
も
盛

大
に
催
さ
れ
、
意
欲
的
な
ニ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
今
後
の
活
曜
に
お
お
い
に
期
待
し

た
い
。

寓趣，¥ぞ侭震宇霧繕蕊蕊蕊 蕊霧 』蕊

』
、
白
石
弘
子
門
下
生

に
よ
る
「
第
２
回

染
色
展
」
が
、
５

月
型
日
よ
り
５
日

で
間
、
開
か
れ
た
。

ん
浬
名
の
お
弟
子
さ

囲
ん
達
が
、
そ
れ
ぞ

ま
れ
の
個
性
を
染
め

先
な
が
ら
、
心
も
美

霊
し
く
染
め
た
い
、

石
と
、
一
点
一
点
心

白
を
込
め
た
作
品
群

は
、
ど
れ
も
セ
ン

ス
の
良
い
配
色
、

Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
で
㈱
ダ

グ
イ
エ
ー
が
、
ス
ト

｝
ア
ー
プ
ラ
ン
ド
の

プ
ロ
リ
ー
ナ
や
ジ
ョ

ー
セ
フ
マ
グ
ー
ラ
、

崎
オ
・
プ
ラ
ン
タ
ン

姿
・
ジ
ャ
ボ
ン
社
の

雄
夏
物
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ゆ
ン
を
提
供
し
、
Ｋ

員
Ｗ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー

栓
犯
名
が
モ
デ
ル
に

率
な
っ
た
。
Ｋ
Ｗ
Ｃ

外
は
京
阪
神
在
住
外

国
人
及
び
日
本
婦

人
の
有
志
約
３
０

Ｉ
ト
フ
ラ
ワ
ー

イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

テ
が
催
さ
れ
た
。

↑
会
場
を
四
季

函
に
分
け
て
春
夏

鋤
秋
冬
を
表
現
し

和
た
花
々
と
南
国

唾
の
ア
ダ
ン
が
象

南
微
的
に
一
プ
ィ
ス

垂
プ
レ
イ
さ
れ
、

先
知
名
の
ミ
セ
ス

野
を
中
心
と
し
た

広
生
徒
さ
ん
達
の

意
欲
が
十
分
に
伺
え
た
。
最
終
日
の
塑
日
に
は
同
会

場
で
花
々
に
囲
ま
れ
て
の
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
広
野
佐
多
子
主
宰
自
ら
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
話
術
で
司
会
を
担
当
さ
れ
た
。
ミ
モ
ザ
グ
ル
ー

プ
佐
藤
悦
枝
さ
ん
や
大
阪
工
大
小
林
信
次
郎
氏
、
建

築
家
の
枚
田
圭
子
さ
ん
ら
が
心
の
こ
も
っ
た
祝
辞
を

贈
り
、
カ
ラ
オ
ケ
も
登
場
す
る
賑
や
か
な
会
だ
っ
た

☆
酒
落
た
洋
花
と
花
に
も
勝
る
美
女
た
ち

洋
花
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
英
国
式
フ
ラ
ワ
ー
ァ

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
泉
会
（
諸
泉
陽
子
主
宰
）
が
５
月

配
日
北
野
ク
ラ
ブ
で
展
覧
会
を
催
し
た
。
様
々
な
器

に
飾
ら
れ
た
花
々
は
甘
い
香
り
を
放
ち
、
外
国
の
婦

人
達
が
生
け
た
専
正
池
坊
も
、
な
か
な
か
の
も
の
。

☆
ま
る
で
毛
糸
箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
／

５
月
晦
日
（
土
）
尼
崎
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
大
ホ

ー
ル
で
ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
よ

る
、
ゆ
・
う
・
ひ
。
こ
・
う
と
題
し
た
ニ
ッ
ト
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
た
。
ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ナ

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。
夜
は
同
ク
ラ
ブ
で
「
食
事

と
ダ
ン
ス
の
夕
べ
」
を
催
し
、
愛
田
洋
子
の
唄
に
合

わ
せ
て
、
ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
ま
で
、
和
や
か
な
ひ
と
と

き
が
過
ご
さ
れ
た
。
泉
会
お
問
合
せ
／
神
戸
市
東
灘

区
住
吉
山
手
３
丁
目
２
１
型
麓
０
７
８
１
８
１
１
１

１
６
０
１

オ
リ
ジ
ナ
ル
柄
だ
。
着
尺
、
帯
、
服
地
、
壁
掛
な
ど

Ⅷ
点
は
女
性
な
ら
で
は
の
心
暖
ま
る
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
感
覚
で
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
た
。
白
石
先

生
を
中
心
に
和
や
か
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
感
じ
ら
れ

る
神
戸
ら
し
い
グ
ル
ー
プ
だ
。

ｌ
の
奏
砂

謹
丘
子
さ
ん

特
皿
の
門
下
生

の
て
達
で
椛
成

咋
却
さ
れ
た
グ

ー
い
ル
ー
プ
で

第
一
次
審

ツ
シ
ョ
ン
で

訪
れ
た
観
覧

こ
の
会
に

は
阪
神
間
の

ん
お
し
ゃ
れ
な

宰
窪
お
娘
さ
ん
や

』
香
ミ
セ
ス
が
多

泉
蹄
く
、
ハ
ィ
セ

諸
松
ン
ス
な
花
々

毎
浬
永
睦
極
赤
池

誤
弓
毘
畠
闇
露
吻
塁
胃
④
塁
悶
唱
邑
国
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心の翼､はばたいている。
あざやかな夏の封印をきると､ 空は限りなく、

広がりはじめた。
街へ､ 海辺へ､ そして
女たちの胸のなかにも。
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〈
掛
聯
蛎
照
土
堂
察
￥
ゴ
ー
軸
》

玖
剥
田
罰

熱
①
盲
輩
ゴ
ー
幹

受
系
劇
“
筆
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し
て
お
ら
れ
た
（
笑
）
ｃ

Ｉ

Ｉ黙』 Ｉ
Ｉ

こ
れ
と
同
じ
も
の
を
つ
く
っ

いい
いい
罰上音
か楽
らは

靴
を
は
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

仕
事
の
と
き
の
ス
テ
ー
ジ
靴

大
体
一
日
五
〜
六
時
間
、
京

は
本
当
に
大
事
で
す
。
い
い

シ
ッ
ク
調
が
多
い
の
で
す
が
、

ね
。
私
の
場
合
、
黒
の
ク
ラ

は
は
き
心
地
が
よ
く
楽
で
す

や
は
り
オ
ー
ダ
ー
を
し
た
靴

あ
っ
て
も
ダ
メ
な
ん
で
す
。

ビ
と
同
じ
で
、
シ
ワ
ひ
と
つ

使
っ
て
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま

た
の
で
す
が
、
一
二
〜
三
年

ま
す
か
、
い
つ
も
恐
い
顔
を

り
ま
す
。
先
代
は
職
人
気
質

た
舞
台
用
の
靴
を
も
っ
て
来

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
〃
芸
人
〃

年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
ね
。
あ

て
来
た
ん
で
す
。

て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
も
つ

〈
写
真
右
／
吉
岡
潔
社
長
〉

の
方
で
、
頑
固
一
徹
と
言
い

き
合
い
し
て
い
る
こ
と
に
な

か
ら
、
歴
史
の
半
分
を
お
つ

え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

お
つ
き
合
い
は
、
も
う
三
十

朝
比
奈
隆

に
と
っ
て
、
靴
は
芸
者
の
タ

と
二
年
で
創
業
六
十
年
を
迎

本格派の人々に愛される

っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

神戸ヨョオカ東京

私
は
練
習
時
間
を
入
れ
て

今
日
は
、
ロ
ー
マ
で
買
っ

私
と
ヨ
シ
オ
カ
さ
ん
と
の
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真
珠
の
ノ
ー
ブ
ル

な
持
ち
味
が
好
き

伊
藤
ル
ミ

〈
ビ
ア
・
雫
ス
ト
〉

私
が
初
め
て
真
珠
を
冴
据

つ
け
た
の
は
晶
初
の
演
奏
会

の
時
で
、
シ
ル
ク
の
ド
レ
ス

砿
越
か
ら
借
り
た
パ
ー
ル
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
っ
鰐
て
波
奏

し
ま
し
た
。
以
来
、
真
珠
の

持
つ
消
楚
な
気
紬
と
美
し
い

輝
き
鋒
魅
せ
ら
れ
て
、
ブ
ン

リ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
パ
ー
テ

ィ
な
ど
の
席
に
も
必
ら
ず
愛

用
し
て
い
ま
ず
。

今
凹
、
私
が
っ
骨
て
い
る

ネ
ッ
ク
レ
ス
は
中
央
に
，
（
き

な
南
洋
真
珠
が
入
っ
た
と
て

も
素
哨
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
。

社
長
さ
ん
が
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

と
リ
ン
グ
も
づ
，
‐
デ
ィ
ネ
パ

卜
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
（
》

パ
ー
ル
シ
テ
ィ
と
い
わ
れ

る
神
・
胆
の
代
表
的
な
宝
飾
品

の
会
社
だ
け
あ
っ
て
品
衝
は
最

高
だ
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
か
ら
新

鮮
で
斬
新
な
も
の
ま
で
バ
ラ

一
虫
テ
ィ
に
常
み
、
特
侭
私
は

藤
井
秀
一
・
さ
ん
、
メ
リ
ー
重

宮
さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。

社
長
さ
ん
紘
と
て
も
気
さ

く
で
豪
快
、
真
珠
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
優
し
い
人
柄
碇
、

「
次
は
社
長
さ
ん
の
た
め
に

ピ
ア
ノ
を
弾
き
ま
す
』
と
お

約
束
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

〈
写
真
は
神
戸
ポ
ー
ト
ビ
ア
店
に

て
右
ノ
田
崎
俊
作
社
長
左
／

藤
川
義
男
店
長
〉

霊

Ｂ世界の暮しをプレゼン
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７
１

一一一■い－

ぜ

， 鰯

塁厚弓 ニュー雪

カ
ッ
プ
の
輝
き
に

技
術
と
良
心
が
…

パ
ト
リ
ッ
ッ
ア
新
谷

Ⅲ
は
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
時

代
・
を
い
う
ご
と
で
、
気
持
ふ

い
汗
を
流
す
の
が
楽
‐
〉
い
季

節
．
私
も
剣
道
、
空
手
、
ヨ

ガ
い
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
と
体
を

伽
か
し
、
Ⅱ
本
的
な
も
の
侭

ふ
れ
な
が
ら
美
奔
と
健
傑
の

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
山
商
会
さ
ん
鰹
カ
ッ
プ

や
・
鴫
‐
唖
ブ
イ
．
－
の
専
門
店
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
演
出
す
る

な
く
て
は
な
ら
な
い
お
店
で

す
が
、
お
店
の
中
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
の
は
今
晒
が
初

め
て
。銀

色
里
泳
ぐ
カ
ッ
プ
や
卜

画
フ
斑
．
．
、
樋
な
ど
の
他
、

様
々
な
記
念
肋
が
多
極
多
様

に
揃
一
〃
て
い
て
ｕ
を
奪
わ
れ

て
し
ま
砂
ま
，
〉
た
り
私
も
以

前
に
剣
道
で
奨
励
の
意
味
を

込
め
て
カ
ッ
プ
を
頂
き
ま
し

た
が
、
何
よ
り
の
記
念
に
な

り
、
も
っ
と
頑
張
り
た
い
と

い
う
気
持
に
な
り
ま
す
伽

に
長
の
平
山
さ
ん
は
．
バ

ッ
ジ
、
カ
ッ
プ
、
旗
の
卑
門

醗
腰
ふ
さ
わ
し
く
内
容
を
充

爽
じ
て
ゆ
き
た
い
．
と
意
欲

的
で
、
カ
ッ
プ
の
形
や
素
材

の
変
遷
臆
つ
い
て
詳
し
く
話

し
て
く
だ
さ
ゆ
ま
し
た
。
敢

新
の
き
れ
い
な
ク
リ
ス
タ
ル

カ
ッ
ブ
を
見
て
、
ヴ
チ
ー
ス

の
ガ
ラ
ス
呼
門
勝
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

〈
写
真
左
／
平
山
正
博
社
長
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